
風節
季

２
０
２
５
年
の
「
今
年
の
漢
字
」
は
『
熊
』
で
あ
っ

た
。
日
本
各
地
で
熊
の
出
没
や
被
害
が
相
次
ぎ
、
そ

の
話
題
は
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
。
か
つ
て
は

山
中
で
の
遭
遇
が
中
心
で
あ
っ
た
人
身
被
害
は
、
市

街
地
や
公
園
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
と
場
所
を

移
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
た
。
環
境
省
の
速

報
値
で
は
、
２
０
２
５
年
４
～
11
月
の
人
身
被
害
者

数
２
３
０
人
、
死
亡
者
数
13
人
と
、
い
ず
れ
も
過
去

最
多
で
あ
る
。
市
街
地
で
の
緊
急
対
応
を
可
能
に
す

る
制
度
整
備
が
議
論
さ
れ
、
自
衛
隊
が
対
策
支
援
の

た
め
秋
田
県
に
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
報
道
も

あ
っ
た
。
熊
は
ま
さ
に
今
年
の
社
会
を
象
徴
す
る
存

在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
熊
に
よ
る
被
害
が
こ
れ
ほ
ど
増
え
た
の
か
。

も
ち
ろ
ん
、
熊
が
突
然
「
凶
暴
化
」
し
た
か
ら
で
は

な
い
。
熊
の
個
体
数
の
急
激
な
増
加
や
分
布
域
の
拡

大
に
加
え
、
自
然
環
境
の
変
動
と
人
間
社
会
の
構
造

的
変
化
が
重
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
ド
ン
グ
リ
不
作

な
ど
の
餌
不
足
や
温
暖
化
に
よ
る
活
動
期
の
変
化
が

重
な
り
、
さ
ら
に
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る
里
山

管
理
の
弱
体
化
が
被
害
を
増
幅
し
た
。
放
棄
地
や
空

き
家
の
増
加
、
藪
化
し
た
山
際
、
果
樹
・
残
渣
・
ゴ

ミ
と
い
っ
た
誘
引
物
が
点
在
す
る
環
境
は
、
学
習
能

力
の
高
い
熊
に
と
っ
て
「
効
率
の
よ
い
採
餌
場
」
と

な
り
、
人
慣
れ
し
た
個
体
の
反
復
出
没
、
い
わ
ゆ
る

「
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
」
を
生
む
。
熊
被
害
は
環
境
行
政

だ
け
で
完
結
す
る
問
題
で
は
な
く
、
人
口
動
態
と
土

地
利
用
の
変
化
を
含
む
社
会
構
造
の
課
題
と
し
て
捉

え
る
必
要
が
あ
る
。

も
と
も
と
人
と
熊
は
雑
食
性
で
、
生
態
的
ニ
ッ
チ

（
食
物
資
源
）
が
重
な
り
合
う
関
係
に
あ
っ
た
。
北

海
道
の
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
ヒ
グ
マ

の
生
態
理
解
に
基
づ
き
、
人
間
側
の
行
為
を
律
し
て

被
害
を
抑
え
る
一
方
、
問
題
発
生
時
に
は
個
体
を
特

定
し
て
対
処
す
る
危
機
管
理
の
仕
組
み
も
備
え
て
き

た
。
そ
こ
に
は
「
制
圧
」
で
は
な
く
「
共
生
」
を
前

提
と
し
た
現
実
的
な
知
恵
が
あ
る
。

２
０
２
５
年
11
月
に
「
熊
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
が
改
訂
さ
れ
た
。
熊
の
個
体
数
の
管
理
だ
け
で

は
な
く
、
人
口
減
少
と
環
境
変
化
が
背
景
に
あ
る
以

上
、
「
予
防
原
則
」
に
基
づ
く
〝
餌
付
け
さ
せ
な
い
〟

対
策
が
持
続
的
な
共
生
の
鍵
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
現
象
を
医
療
の
目
で
見
る
と
、
熊
被

害
は
「
社
会
構
造
の
変
化
を
反
映
し
た
課
題
」
で
あ

る
と
見
て
取
れ
る
。
環
境
や
社
会
の
変
化
に
対
し
、

野
生
動
物
が
行
動
様
式
を
変
容
さ
せ
る
と
い
う
事
実

は
、
人
間
に

と
っ
て
も
他

人
事
で
は
な

い
。
実
際
、

我
々
人
間
の

身
体
も
ま
た
社
会
の
変
化
に
適
応
し
、
大
き
な
変
化

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
産
婦
人
科
医
と
し
て
そ
の
象
徴

を
挙
げ
る
な
ら
、
現
代
女
性
に
お
け
る
生
涯
月
経
回

数
の
劇
的
な
増
加
で
あ
ろ
う
。

戦
前
、
日
本
人
女
性
の
生
涯
月
経
回
数
は
多
産
と

長
期
授
乳
に
よ
り
50
～
１
０
０
回
程
度
で
あ
っ
た
。

し
か
し
現
代
は
初
経
年
齢
の
低
年
齢
化
、
晩
婚
化
と

少
子
化
に
よ
る
出
産
回
数
の
減
少
、
閉
経
年
齢
の
延

伸
な
ど
を
背
景
に
、
月
経
回
数
は
４
５
０
～
４
８
０

回
へ
と
増
加
し
た
。
生
物
学
的
変
化
を
は
る
か
に
上

回
る
速
度
で
社
会
が
変
化
し
、
わ
ず
か
１
０
０
～

１
５
０
年
ほ
ど
で
月
経
回
数
は
何
倍
に
も
増
え
、
現

代
女
性
は
人
類
史
上
か
つ
て
な
い
回
数
の
月
経
を
経

験
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

月
経
回
数
の
増
加
に
よ
り
、
月
経
痛
や
月
経
前
症

候
群
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
／
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
）
な
ど
の
月
経
随
伴
症

状
に
さ
ら
さ
れ
る
機
会
は
増
え
る
。
学
業
や
就
労
の

継
続
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
に
影
響
す
る
場
面
も
少
な
く

な
い
。
ま
た
、
月
経
回
数
の
増
加
は
、
子
宮
内
膜
症

や
子
宮
筋
腫
な
ど
の
婦
人
科
疾
患
の
発
症
と
密
に
関

連
す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〝
生
理
〟
は
生
理
的

な
も
の
と
し
て
我
慢
さ
れ
や
す
く
、
受
診
や
治
療
が

遅
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
医
療
者
と
し
て
痛
感

す
る
の
は
、
症
状
そ
の
も
の
以
上
に
、
「
我
慢
を
前

提
と
し
た
社
会
」
が
負
担
を
増
幅
し
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
月
経
に
ま
つ
わ
る
不
調
は
女
性
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
下
げ
、
労
働
生
産
性
に
も
影
響
す
る
。
経
済

産
業
省
の
試
算
で
は
、
月
経
困
難
症
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
よ

る
労
働
損
失
は
年
間
４
９
１
１
億
円
、
女
性
特
有
の

健
康
課
題
全
体
で
は
年
間
約
３
・
４
兆
円
に
上
る
。

こ
れ
は
個
人
の
努
力
や
「
我
慢
」
の
問
題
と
し
て
委

ね
る
べ
き
で
は
な
い
。
制
度
整
備
、
学
校
教
育
に
よ

る
啓
発
、
医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
職
場
や
家
庭
に

お
け
る
理
解
と
配
慮
、
社
会
全
体
と
し
て
の
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
月
経
随
伴
症
状
の
治
療
に
は

低
用
量
ピ
ル
な
ど
が
有
用
で
あ
る
も
の
の
、
「
月
経

を
薬
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
不
自
然
だ
」
と
抵

抗
感
を
抱
く
女
性
も
い
る
。
し
か
し
誤
解
を
恐
れ
ず

に
言
う
と
、
現
代
女
性
の
よ
う
に
生
涯
で
４
５
０
回

を
超
え
る
月
経
を
経
験
す
る
状
態
自
体
が
、
人
類
の

歴
史
・
進
化
的
に
は
例
外
的
な
の
で
あ
る
。
社
会
構

造
が
変
化
し
、
身
体
の
負
担
が
変
わ
っ
た
以
上
、「
起

き
に
く
く
す
る
仕
組
み
」
と
「
起
き
た
と
き
に
支
え

る
仕
組
み
」
を
、
社
会
全
体
と
し
て
持
つ
べ
き
で
あ

ろ
う
。

２
０
２
６
年
の
干
支
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
で

あ
る
。
馬
は
前
進
と
勢
い
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
熊
被

害
が
浮
き
彫
り
に
し
た
教
訓
―
社
会
構
造
が
変
わ
れ

ば
、
自
然
も
人
の
身
体
も
変
わ
り
、
対
策
も
ま
た
社

会
の
構
造
と
し
て
必
要
で
あ
る
―
を
胸
に
、
本
年
は

馬
の
ご
と
く
力
強
く
、
課
題
の
先
へ
と
歩
を
進
め
た

い
。

熊
被
害
か
ら
見
た
社
会
構
造
の
変
化
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